







































関連が認められなかった。同様の研究は Haddad , 
Pritchett, Lissek, & Lau （2012）や Kindt & Soeter








& Hajcak., 2012b; Gazendam et al., 2013; Sevenster, 
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The narrative literature review of human Fear conditioning:  
emotional conditioning paradigm.
Keita Somatori2,3, Yoshihiko Kunisato 4
Abstract：Fear conditioning is used to reveal the mechanism of anxiety disorders. Electrical shock was of-
ten used for unconditioned stimulus. But, it’s lacking ethical consideration. Then, Lau et al. （2008） developed 
a novel experiment paradigm that used face stimulus and fearful scream. This paradigm is considered to be 
able to avoid ethical problem and to fulfill ecological validity. We reviewed several studies used this para-
digm. We indicated some component of the task are decided depending on purpose the study.
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態学的に妥当であると考えられている（Lau et al . , 
2008）。また，ホワイトノイズや警報など電気ショック
以外の無条件刺激と比較して，より嫌悪的な刺激である
ことが示されている（Britton, Lissek, Grillon, Norcross, 
& Pine, 2011）ため，無条件刺激としての有用性も高い
といえる。
Lau et al. （2008）の手続きは，複数の研究によって恐
怖条件づけの実施が可能であることが示されている
（Charnet et al., 2014; Haddad et al., 2012; Lau et al. 
2011）。例えば，Charnet et al. （2014）が行った研究で
は，自己報告や皮膚電位反応に基づく恐怖反応におい
て，条件性興奮子と条件性制止子の間に有意な差を示し






















本論文では，Lau et al. （2008）が作成した情動喚起刺
激を用いた恐怖条件づけパラダイムを用いた先行研究を
収集した。文献の収集には Google Scholar を用いた。
Lau et al. （2008）が作成した恐怖条件づけパラダイムを
用いた研究は，Lau et al（2008）を引用すると考えられ









（e.g. Chauret et al., 2014, Haddad et al., 2012）や，条件
性興奮子や条件性制止子のほか，般化刺激を呈示するも









ham et al. （2009）が作成した顔画像データベースであ
る。これらの顔画像の中から，条件刺激として女性の中
性顔，無条件刺激として同一人物の開口恐怖顔を用いる
（Lau et al., 2008）。なお，多くの研究では図 1 で使用し
ている01，03の顔刺激画像がよく用いられている。
しかし，数多くの顔画像の中から，01，03の画像を用
図 1 ： 情動喚起刺激を用いた恐怖条件づけ手続き

























ても変化すると考えられる。例えば，Glenn et al . 




一方で，オリジナルの Lau et al. （2008）の手続きで
は16試行になっている。また，Britton et al. （2013）や


















Abend et al. （2016） 10 7 1 80 10-20 SCRb，自己報告




Britton et al. （2013） 16 7-8 1 95 11-15
SCRb，EMGc，自
己報告
Dibbets & Evers （2017） 10 6 2 95 7-15 SCRb，自己報告
Garcia & Zoellner （2016） 12 2 1 95 1.9 自己報告
Geller et al. （2017） 10 8 3 95 20-26 SCRb
Glenn et al. （2012a） 8 6 3（1） 80 9-11 EMGc，自己報告
Glenn et al. （2012b） 8 6 3（1） 80 10-12 EMGc， 自己報告
Haddad et al. （2012） 12 8 3（1） 95 11-13 EMGc，自己報告
Haddad et al. （2013） 12 8 3（1） 95 6 EMGc，自己報告
Haddad et al. （2015） 30 6 1 95 2-4 自己報告
Mcguire（2015） 10 8 3 95 12-18 SCRb，自己報告
Michalska et al. （2017） 8 7-8 1 95 8-21 SCRb，自己報告
Lau et al. （2008） 16 8 3 95 0 自己報告
Lau et al. （2011） 8 8 3 90 0 SCRb，自己報告
Schiele et al. （2016） 12 6 1.5 95 9-12 SCRb，自己報告
Shore et al. （2016） 14 3 1 95 5 EMGc，自己報告
a カッコ内は叫び声の呈示時間。特に記載がない場合は恐怖顔と叫び声は同時間呈示。











て，（ 1 ）皮膚電位，（ 2 ）筋電位，（ 3 ）自己報告のい










曲線下面積（Area Under the Curve: AUC）などが用






がある。例えば，Abend et al. （2016）では条件刺激の
出現後 1 - 7 秒の区間，Chauret et al. （2014）では 1 - 3
秒の区間における皮膚電位反応を条件反応の指標として


















ば，Glenn et al. （2012）では，プローブ刺激が呈示され








減弱させる必要がある。例えば，Glenn et al. （2012）で
は，条件刺激の出現後3.5-4.5秒の間，Haddad et al. 


























































ルで回答させるもの（Glenn et al., 2012a），獲得手続き
や消去手続きを複数のブロックに分け，各ブロックにお
いて評定させるもの（Dibbets & Evers, 2017; Schiele et 
表 2 ：条件性興奮子および条件性制止子間における条件反応の効果量
著者名 自己報告 皮膚電位 筋電位
Chauret et al. （2014） 1.09a 0.10b
Garcia ＆ Zoellner （2016） 6.04a
Glenn et al. （2012a） 0.97a
Glenn et al. （2012b） 0.17a
Haddad et al. （2012） 1.04a 0.36c
Haddad et al. （2013） 0.12a 0.07c
Mcguire （2015） 0.36a
Michalska et al. （2017） 0.83a
Lau et al. （2008） 0.96a
Schiele et al. （2016） 0.02b
Shore et al. （2016） 0.97a






れている（Cohen’d 0.12-1.09）。しかし，Glenn et al. 
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